
オフコン資産活用ソリューションオフコン資産活用ソリューション

富士通オフコン資産を最大限に活用し、
最適なプラットフォームでの新システム構築を支援します。

サービス概要サービス概要

PRIMERGY6000の資産活用でお悩みの方に

当社サービスの特徴当社サービスの特徴

● 最新技術の活用による競争力向上
オフコンに比べてオープン系システムでは、Webサービス、Ｊａｖａ、.NET、XML、インターネットなどの
最新技術と豊富なソフトウェアを活用し、ビジネスプロセス／モデル／スピードの見直しが容易です。

なぜ、オープン化が必要か？なぜ、オープン化が必要か？

高品質

短納期

低コスト

出荷実績No.1、累積86万ライセンス以上の国内出荷実績があるNetCOBOLを採用します。
また、オフコン機能部品をNetCOBOLソースでご提供しますので、お客様のCOBOLスキ
ル・ノウハウを有効活用できます。

現行の資産（CL(制御言語)、COBOL、定義体等）をオープン環境に変換移植し、動作さ
せます。処理ロジックの変更がないため、新規開発に比べて設計・テスト作業が少なくて
すみ、短期で移行できます。

当社独自のソースプログラム自動変換(CL,COBOLG→NetCOBOL)により低コスト化して
います。また、処理ロジックを変更しないため、お客様のCOBOLスキル・ノウハウを有効
活用できます。
端末はWebブラウザのみで運用できるため、端末導入・運用コストが削減できます。端末
では既存システム同様に操作できるため、利用者教育が省略できます。

● オフコンとオープンへの二重投資を解消
オフコン－オープン間連携を考慮する必要がなくなり、オープン系システムへの投資に集中できます。
情報部門ではオフコンスキルが不要となり、オープンスキルに集中できます。

● 情報部門の２００７年問題（後継者育成問題）を解消
オープン化を機に、現行資産の棚卸し/見直しを通して情報部門の後継者を育成し、対処できます。
業務システムがブラックボックス化する前に、オープン系スキルを有する世代に対し、業務システムの
設計内容を継承できます。

現行
オフコンシステム

業務アプリケーション継承

プラットフォームのオープン化

最新技術の活用オープン化は意義のある第一歩オープン化は意義のある第一歩
業務改善、スピードUP

二重投資解消

スキル継承
1st Step

オープンシステム

2nd Step



資産変換分析～設計

● お問い合わせ先

株式会社富士通北陸システムズ ソフトウェア事業本部 オフコン資産活用ソリューション担当

Tel :  (076) 241-9399 E-mail : fjh-offcom@cs.jp.fujitsu.com
http://jp.fujitsu.com/group/fjh/services/solution/offcom/index.html

本カタログに記載されている社名及び商品名は、一般に各社の商標及び登録商標です。
本カタログに記載の仕様は、改良のために予告なしに変更する場合がありますので予めご了承ください。

サービス内容／概算見積サービス内容／概算見積

移行実績移行実績

Windows Read/Write

SQLServer SJIS

Windows Read/Write

Oracle SJIS

Windows Read/Write

PowerRW+ SJIS

Windows Read/Write

Oracle SJIS

Windows Read/Write

Oracle SJIS

Windows Read/Write

PowerRW+ SJIS

Solaris 埋込SQL

Symfoware EUC

製造

製造
技術支援
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資産一次変換

資産変換

流通

流通

保険

製造

移行作業の技術支援

300
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流通

移行設計の評価支援

　移行資産規模（単位：本）

CL

自治体

製造

200

提供サービス
COBOL

業種
移行先OS
移行先RDB

ファイルI/F
コード系

① 資産調査サービス
移行対象資産の棚卸し調査を行い、メニュー一覧、呼出し関係表（CL、システムコマンド、COBOL、システムサブルーチン）、
COBOLGとDBファイルの対応表の作成し、納品します。

② 資産一次変換サービス
CL、CAPE、COBOLGのNetCOBOL変換、定義体の変換、データベースおよび一般ファイルのデータの変換を実施し、
実行環境を作成します。その後、処理単位で疎通動作確認(*1)を行い、納品します。

③ 資産変換サービス
CL、CAPE、COBOLGのNetCOBOL変換、定義体の変換、データベースおよび一般ファイルのデータの変換を実施し、
実行環境を作成します。その後、処理単位で基本動作確認(*1)を行い、納品します。

④ データ変換サービス
データベースおよび一般ファイルのデータの変換を実施、納品します。

⑤ 技術支援サービス
オンサイト支援及びメールによるQA支援を実施します。価格は、オンサイト回数と問合せ件数で決定します。

(*1) 疎通動作確認では、プログラムが使用しているファイル、定義体が正常アクセス（オープン命令が正常）が行えることのみを確認します。
基本動作確認では、疎通動作確認に加え、画面入力/表示結果確認、帳票出力結果確認を行います。

(*2) CL本数、COBOL本数単位で資産一次変換サービス、資産移行サービス、コンパイル完了サービスを組み合わせることができます。
(*3) COBOLE、埋込みSQL、マルチフォーマットなどへの特殊な対応が必要な場合、別途費用が必要となります。

ヒアリングシートによる個別見積り

ヒアリングシートによる個別見積り

ヒアリングシートによる個別見積り

ヒアリングシートによる個別見積り

ヒアリングシートによる個別見積り

※移行実績の一部です。

◆ 移行の流れとサービスの対応イメージ

①資産調査
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⑤技術支援
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④データ変換

②資産一次変換
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